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青森県立郷土館 令和５年度評価（最終）

本年度事業計画 年度計画に
基本的運営方針 本年度実績

年度目標 年度計画 評価項目〔数値目標〕 対する達成度

青森県立郷土館は、昭和48年 職員を国や県、大学、 各種研修への参加 ○研修参加 次の研修会等に職員を派遣 達成

に「ふるさとの過去を語り現在 研究機関等が主催する各 ・公開承認施設担当者会議（主催：文化庁）

を考え未来を展望する」総合博 種研修へ参加させるとと ・国宝・重要文化財（美術工芸日）防災・防犯対策研

物館として設置され、以来長き もに、職員の研究活動を 修会（主催：文化庁）

にわたり、県民が郷土に誇りを 援助する。 ・文化財担当者専門研修「古文書歴史調査基礎課程」

もち、夢や希望を感じられるよ （主催：国立文化財機構奈良文化財研究所）

う、郷土に根ざした活動を行っ ・都道府県著作権事務担当者講習会（主催：文化庁）

てきました。 ・文化財防災センター研修「一時保管環境の生物被害

総合博物館としての当館の使 対策ワークショップ」（主催：国立文化財機構文化

命は、社会教育施設として資料 財防災センター）

収集・保存、展示、調査研究、 ・ミュージアムトップマネジメント研修（主催：文化

教育普及などの活動を通して、 庁）

本県の歴史や自然、文化などに ・文化をつなぐミュージアム研修（主催：文化庁ほか）

ついて誰もが幅広い理解を得ら

れるように支援することにあり 予算の執行管理、分析 予算の計画的執行と分 ○予算執行率〔直近５ 予算執行率 98.3％ 達成

ます。今後も広く県民の意見を を行う。 析 年平均以上〕 参考：直近５年実績（年度末時点）

取り入れ、経営資源を最大限に H30 R1 R2 R3 R4 平均

生かしながら、未来に向け、下 98.4 98.2 96.9 97.4 99.1 98.0

記の博物館活動の充実に努めて

まいります。 各事業の実施状況等に 事業の実施状況等の点 ○博物館評価の実施 事業の実施状況等の点検・評価を行う「博物館評価」と 達成

ついて分析を行う。 検・評価の実施 して、中間評価（１月末現在）を２月に実施

博物館評価を実施す 最終評価を年度終了後に実施

る。

１ 資料の収集・保存 貴重な資料の安全な管 資料の登録事務、整理 ○資料の寄贈・寄託の ・資料収集を適正かつ円滑に行うための「資料受入判定会 達成

当館は、開館以来、一貫し 理と展示公開の促進を図 作業の実施 受入れ 議」を３回開催

て郷土の歴史、民俗、産業、 るため、本県に関する資 ○資料整理作業の実施 ・館所蔵資料は譲与等により前年度末に比べ1点減少し

自然などに関する資料の収集 料を中心に寄贈・寄託の 101,624点となった

・保存に努めています。県民 受入れを実施する。

・国民共有の財産である貴重

な資料の収集・整理に努め、

良好な状態で次の世代に継承

していきます。
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本年度事業計画 年度計画に
基本的運営方針 本年度実績

年度目標 年度計画 評価項目〔数値目標〕 対する達成度

１ 資料の収集・保存 収蔵資料の整理・登録 １ 収蔵資料の適正保管 〇資料データベースの １ ・収蔵庫の燻蒸は新年度に実施予定 １ 達成

（つづき） を進めるとともに、収蔵 ２ 収蔵資料のデータベ 既登録情報の整備 ・考古資料「大石平遺跡出土品」３点（重要文化財）

資料のデータベース化の ース化の充実及び活用 ○重要資料点検の実施 の保存修理を実施

充実・活用を推進する。 ３ 重要資料の厳正保管 ・考古資料「亀ヶ岡遺跡出土品」２点（県重宝）の保

収蔵庫や展示室の点 と点検 存修理を実施

検、資料の燻蒸等により、 ・美術資料「松木満史油彩画」３点、歴史資料「野澤

収蔵資料を安全に管理す 如洋作品」３点の修復を実施

る。

２ ・収蔵資料のデータベースである「資料管理システム」２ 達成

への資料情報登録件数は、前年度末に比べ446件増加

し104,616件となった

・資料情報のホームページでの公開件数は、前年度末

に比べ96件増加し10,314件となった

３ 国・県指定文化財である重要資料は、温湿度管理され ３ 達成

た収蔵庫で保管し、点検を県教育委員会担当課と共に２

月下旬～３月上旬に実施

２ 展示 休館中のため、館外の １ 当館企画のサテライ ○サテライト展、連携 １ サテライト展「生誕１３０年 今純三」展（9月30日～ １ 達成

⑴ 収蔵資料の中からテーマ 施設を利用した企画展 ト展の実施 展の開催 1月28日（106日間））を青森県立美術館で開催

ごとに精選した資料を展示 （サテライト展）を開催 ２ 連携展の実施 ○サテライト展の観覧 観覧者数 31,619人

する常設展示室は、観覧者 する。 者数

が分かりやすいよう資料や 施設間相互の協力の下 〔8,500人〕

解説パネルを効果的に展示 で当館収蔵資料の活用を ○サテライト展の満足

します。 図る連携展を開催する。 度

⑵ 常設展示室に解説員を配

置し、展示資料について分 ２ 連携展を４件開催 ２ 達成

かりやすい解説や、説明資 ・写真展「絵はがきで見る昔の青森」（7月15日～8月3

料の配布により、来館者の 1日 県民福祉プラザ）

学習活動を支援します。 ・あおもり旅ものがたり（10月21日～12月17日 深浦

⑶ 調査研究の成果や県民の 町歴史民俗資料館・美術館）

関心の高いテーマに関する ・加藤武夫版画展～津軽情景～（1月5日～2月12日 常

資料を展示する特別展、民 盤ふるさと資料館あすか）

間事業者と連携した共催展 ・連続テレビ小説「ブギウギ」と淡谷のり子展（2月17

など、多彩な展示活動を実 日～3月3日 ＮＨＫ青森放送局・青森市教育委員会

施します。 （会場は青森県立美術館コミュニティギャラリー））
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３ 調査研究 考古分野の調査研究を 「青森県出土考古資料 ○調査研究の実施 青森県出土考古資料の所在調査を実施（成果を研究紀要 達成

収蔵資料に関する館内研究 実施し、研究紀要に掲載 の所在調査」（５年計画 ○成果の公表 に掲載）

や館外調査を実施するほか、 する。 １年次目）の実施

教育普及活動を一層充実させ

るための研究を進めます。 自然分野の調査研究を 「青森県の鉱山調査」 ○調査研究の実施 青森県の鉱山調査を実施 達成

実施し、研究紀要に掲載 （６年計画１年次目）の ○成果の公表

する。 実施

歴史分野の調査研究を 「青森県の交通史の調 ○調査研究の実施 青森県の交通史の調査を実施（成果を研究紀要に掲載） 達成

実施し、研究紀要に掲載 査」（５年計画１年次目）○成果の公表

する。 の実施

民俗分野の調査研究を 「現代社会の中の民 ○調査研究の実施 現代社会の中の民俗調査を実施（成果を研究紀要に掲載）達成

実施し、研究紀要に掲載 俗」（７年計画１年次目）○成果の公表

する。 の実施

美術分野の調査研究を 「昭和から平成期の青 ○調査研究の実施 昭和から平成期の青森県関係の美術作品及び資料に関す 達成

実施し、研究紀要に掲載 森県関係の美術作品及び ○成果の公表 る調査研究を実施（成果を研究紀要に掲載）

する。 資料の調査研究」（４年

計画１年次目）の実施

青森県ゆかりの先人に

ついて、その資料及び情

報・所在調査。

➡歴史分野の１分野とし

て歴史分野に編入

移動博物館や出前授業

の内容の充実を図るた

め、教材研究やアンケー

ト調査の実施

➡ 改修工事に向けた資

料退避作業を優先するた

め休止
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本年度事業計画 年度計画に
基本的運営方針 本年度実績

年度目標 年度計画 評価項目〔数値目標〕 対する達成度

４ 教育普及 郷土や当館資料に関す 「土曜セミナー」の実 ○実施回数 「土曜セミナー」を実施 達成

⑴ 郷土館資料及び郷土につ るテーマについて、当館 施 ○参加人数 実施回数 13回

いての講演会・講習会、観 職員によるわかりやすい 〔R元～R4実績程度〕 参考：直近４年実績（年度末時点）

察会、体験活動などを実施 講話を実施する。 R1※ R2 R3 R4 平均

します。 (36) 16 5 12 11

⑵ 郷土館資料及び郷土に係 参加人数 238人

るレファレンスサービスを 参考：直近４年実績（年度末時点）

行います。 R1※ R2 R3 R4 平均

⑶ 学校の学習活動を支援す (1421) 271 61 162 164

る活動のほか、公共施設や ※R1は長期休館前であり現在と状況が異なるた

福祉施設等を支援する活動 め、参考値として掲載（平均に含まない）

も実施します。

当館が所蔵する資料を 「移動博物館」の実施 ○実施回数 「移動博物館」を実施 未達成

要望のあった県内文化施 ○参加人数 実施回数 7回

設等に運び、テーマに即 〔R元～R4実績程度〕 参考：直近４年実績（年度末時点）

した展示や解説を行う。 R1 R2 R3 R4 平均

10 3 7 6 7

参加人数 126人

参考：直近４年実績（年度末時点）

R1 R2 R3 R4 平均

753 184 232 153 331

講演テーマ等を公開 講師派遣事業の実施 ○実施回数 講師派遣事業を実施 達成

し、県内市町村など、館 実施回数 14回

外からの講師派遣依頼に 参考：直近４年実績（年度末時点）

積極的に対応する。 R1 R2 R3 R4 平均

15 10 10 12 12

博物館の仕事や活動に 一般県民及び博物館関 ○参加人数 博物館関係者及び一般県民を対象に、外部講師による地 達成

ついて、外部講師の講演 係者を対象とする、博物 域参加型の博物館に関する講演会を実施（10月5日）

会を行い、博物館に対す 館や博物館資料に関する

る理解を深める。 講演等の実施
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野外での観察会を通じ 自然観察会の実施 ○参加人数 自然観察会を２回実施 未達成

て、自然に親しみ、自然 〔R元～R4実績程度〕 ①西目屋村（ 7月 2日） 参加人数 13人

の素晴らしさを学ぶ機会 ②今別町 （10月 1日） 参加人数 12人

を提供する。 参考：直近４年実績

R1 R2※ R3 R4 平均

50 21 20 22 28

※R2は年１回のみ実施

古い建物や街並みか 「あおもり街かど探偵 ○参加人数 「あおもり街かど探偵団」を２回実施 達成

ら、地域の歴史を探る機 団」の実施 〔R元～R4実績程度〕 ①青森市浅虫（ 6月25日） 参加人数 12人

会を提供する。 ②青森市浅虫（10月22日） 参加人数 16人

参考：直近４年実績

R1※ R2※ R3※ R4 平均

19 20 9 20 17

※R1・R2・R3は年１回のみ実施

所蔵する資料を児童生 「出前授業」の実施 ○実施回数 「出前授業」を実施 未達成

徒の学習活動に役立てる ○参加人数 実施回数 21回

ため、要望のあった学校 〔R元～R4実績程度〕 参考：直近４年実績（年度末時点）

等でテーマに即した資料 R1 R2 R3 R4 平均

の展示や解説を行う。 77 58 30 23 47

参加人数 1,000人

参考：直近４年実績（年度末時点）

R1 R2 R3 R4 平均

3,865 2,575 1,472 2,162 2,519

夏・冬休み中の子ども １ 「夏休みこどものく ○参加人数 １ 「夏休みこどものくに」を実施（7月30日） １ 達成

たちを対象に、いろいろ に」の実施 〔R元～R4実績程度〕 参加人数 40人

な物づくりや体験学習の ２ 「冬休みづぐりまわ 参考：直近４年実績

場を提供する。 し大会」の実施 R1 R2※ R3 R4 平均

161 - 30 38 34

※R2感染拡大防止によりは中止、R3以降休館のた

め人数制限して実施（R3、R4の平均とする）

２ 「冬休みづぐりまわし大会」を実施（1月13日） ２ 未達成

参加人数 39人

参考：直近４年実績

R1 R2 R3 R4 平均

30 56 43 50 45
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本年度事業計画 年度計画に
基本的運営方針 本年度実績

年度目標 年度計画 評価項目〔数値目標〕 対する達成度

４ 教育普及 郷土館資料及び郷土に 郷土に関するレファレ ○レファレンス対応件 郷土館資料など郷土に関する県民等からの問合せ533件に 達成

（つづき） 係るレファレンスサービ ンスサービスの実施 数 対応

スを行う。

５ 連携・交流・情報発信 青森県博物館等協議会 青森県博物館大会の開 ○大会参加館数 青森県博物館大会を開催（10月5日） 達成

⑴ 県内外の博物館及び図書 （青博協）の事務局とし 催 参加館数：25館

館等の社会教育施設、民間 て、県内博物館等施設の 参考：直近５年実績

事業者等と積極的に連携・ 連携を図る。 H30 R1 R2※ R3 R4 平均

協力し、社会の要請に応え 10 12 - 13 18 13

る博物館として総合力を高 ※R2は書面開催（平均に含まない）

めます。

⑵ 国外の博物館や研究者と 年間行事案内や利用案 １ 年間行事案内や利用 ○年間行事案内等の作 １ 利用案内等を作成・配布 １ 達成

の連携、訪日外国人旅行者 内等を作成・配布する。 案内等を作成・配布 成 ・年間行事案内 １回発行

の受入体制の整備など、博 郷土館に関する情報を ２ 様々な広報・情報媒 ○報道等の回数 ・郷土館だより ２回発行

物館としての国際交流活動 報道機関等に積極的に提 体の積極的な活用

の充実を図ります。 供する。 ３ 自宅にいながら郷土

⑶ 郷土館の利用機会の拡大 インターネットや情報 館に親しんでもらえる

や調査研究の成果の普及に 誌を活用して情報発信を ようなインターネット ２ 様々な広報・情報媒体の活用による広報活動を実施 ２ 達成

資するパンフレット、年報、行う。 コンテンツの公開 ・新聞 64回

展示図録、研究紀要等を作 ・テレビ・ラジオ15回

成し、県民の郷土理解の促 ・雑誌等 2回

進を図ります。 ・ブログ・ＳＮＳ 160回

⑷ 様々な広報・情報媒体を 計 241回

積極的に活用して郷土の歴 参考：前年度実績（年度末時点） 166回

史や文化を県内外に広く発

信し、郷土館が行う博物館

活動への一層の理解の促進 ３ 所蔵資料等を紹介する動画コンテンツを制作し、動画 ３ 達成

を図ります。 投稿サイト・ユーチューブの当館公式チャンネル「キョ

ドチャンネル」で１１本公開中（年度内に１本追加）
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６ 施設管理 施設・設備の点検・整 定期点検の実施 ○定期点検の実施 施設設備の法令点検及び自主的な点検を実施 達成

⑴ 来館者が安全・快適に利 備を実施する。

用できるよう、施設・設備

の整備と管理を行います。

⑵ 公共的な施設として、地 防災マニュアルを整備 １ 防災マニュアルの整 ○防災訓練の実施 １ 防火管理体制の整備を実施 １ 達成

震等の自然災害や火災等に する。 備

備え、防災意識の向上と危 テーマを明確にした防 ２ 防災訓練の実施

機管理体制の強化を図りま 災訓練を実施する。 ２ 地震・火災を想定した防災訓練を実施（2月1日） ２ 達成

す。

⑶ ライフサイクルコストを

勘案し、施設・設備の効率 施設・設備の長寿命化 長寿命化に向けた取組 ○長寿命化に向けた取 耐震補強を含めた施設設備の長寿命化改修に向けて、基 達成

的維持管理を行います。 に計画的に取り組む。 の実施 組の実施 本設計を実施


